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市民大運動会が4年ぶりに開催

　4年ぶりに宝塚市民大運動会が開催され、宝塚市大
使の間寛平さんと集まった市民約800人が、大玉おく
りや市民対抗リレーなどを楽しみました。

ナチュールスパ宝塚バス停
開設記念式典

　月見山・長寿ガ丘地域を運行するランランバスのバ
ス停がナチュールスパ宝塚前に新設され、運用開始の
記念式典が行われました。
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「手話言語の国際デー」
全国各地がライトアップ

　手話が言語であることを広く知ってもらおうと、市内で
は中山寺、スポーツセンター、ぷらざこむ１が世界ろう連
盟のシンボルカラーである青色にライトアップされました。
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全日本小学生ソフトテニス選手権大会
優勝を報告

　第40回全日本小学生ソフトテニス選手権大会（女
子個人戦ダブルス）で優勝を果たした天
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さんが
市長に結果を報告しました。
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猫がお布団に入ってくる、猫好きには嬉しい季節に
なりました。皆さま、いかがお過ごしでしょうか？
私が宝塚市長に就任してから、２年半が過ぎました。

コロナ禍で外出自粛期間が長かったため、なかなか市
民の皆さまの前に出られない日々が続きました。しか
し、その間に宝塚市の財政・組織・DXの基盤強化
を進めてまいりました。
時事総合研究所の全国自治体行政サービス改革度

ランキング２０２３で、宝塚市は全国市区町村ランキン
グ部門で第２位を獲得しました。総務省は、地方行政
サービス改革について、地方財政が厳しい状況にある
中、効率的・効果的に行政サービスを提供するとい
う観点から、民間委託やクラウド化などの業務改革の
推進に努めるよう、各自治体に要請しています。私た
ち宝塚市は、その方針にも沿って、私が就任してから
2年半で、基盤強化の推進をいっきに進めました。就
任初年度は新時代に向けて、市民サービスの担い手
である職員の意識改革や地域活動の担い手である自
治会・まちづくり協議会を支援する事業を展開して、

まちづくりを支える「ひとづくり」に
注力しました。次の年度は、外部人材
を登用し、業務の ICT化や効率化を進めながら、役
所以外の空気を入れて、市民の幸せを一番に考える
組織へと変革を進めました。
総務省が重視しているのが、「他の自治体との連携

による事務」「人材育成の推進」「地域における協働の
推進」「業務改革の取組」「ICTの活用」「業務の標
準化」の６項目。
その他の評価項目と合わせて、宝塚市は１００点満
点中、９４点をもらいました。
広報たからづか１１月号で令和４年度決算報告をして

います。この数年は、財政調整基金を取り崩さない決
算を続けており、財政健全化判断比率も全てクリアし
ています。とはいえ少子高齢化により、今後厳しい財
政状況になっていくことが予測されます。今後も、健
全な財政状況を維持しながら、皆さまへのより良い行
政サービスの提供を目指し改革に邁進してまいります。
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山﨑晴恵市長からの
メッセージ

ぷらざこむ１

市長出演番組「まちづくりゆめづくり～市長と語りましょう～」
11月5日㈰8時半～9時／（再）11月12日㈰8時半～9時
テーマ：「11月8日（いい歯）の日」
ゲスト：一般社団法人宝塚市歯科医師会会長　田川 宣
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